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‣ 1972年　コンサイス外来語辞典 初版

‣ 1987年　第4版

‣ 1994年　コンサイスカタカナ語辞典（書名変更）初版

‣ 2020年　コンサイスカタカナ語辞典 第5版

コンサイスカタカナ語辞典について



‣ 現在および過去も含めてカタカナで表記され、流通する語約58,500語収録。
（凡例 0.収録項目 0.1） 

‣ 外来語のみならず、流行語や俗語などカタカナ表記されることの多い語、さ
らにアルファベットや数字交じりで表記される語まで広く採録。（凡例 0.収録
項目0.2） 

‣ 借入時代の表示がある 

‣ 巻末に「外来語の表記」（平成3年内閣告示）掲載 

‣ 第3版（2005年）までは外国語辞書編集室、第4版以降は国語辞書編集室が
担当。 

‣ 配列は、第4版までは長音を省いて配列するいわゆる「事典式配列」であった
が、第5版からは長音を直前の母音の連続として配列する「国語辞書式配列」
に変更した。

コンサイスカタカナ語辞典について



‣凡例 2. 表記法 2.1： 
•  ①原則として平成3年内閣告示「外来語の表記」による（その考え方による） 

• 「考え方」＝留意事項その1（原則的な事項）：「国語化の程度の高い語」は第1表、「国語化の程度がそれほど高くない語、ある
程度外国語に近く書き表す必要のある語――特に人名・地名の場合――は第2表による 

•  ②現実に行われている有力な別表記も、特にそれが離れた位置に配列される場合は、見出しとして収録 
• 例、テイク［take］⇨テーク　デイ［day］⇨デー　 

•  ③借入時代の当時の語形を優先したものや、より現代の慣用を優先した語形に合わせたものなどもあり、必ずしも「外来語の表記」どお
りではないものもある 

• 例、スティール⇨スチール　ウェブ［web］　ネール［nail］⇨ネイル　デーサービス［日＜day+service］⇨デイサービス 
‣  同2.2： 

• 原音が二重母音である場合、カタカナ表記で、長音にするか、母音２つをもってするかは、現実の使用度を考慮して決定。 
• メイ［May］　メーデー［May Day］ 

• 決定しかねる場合は、できるだけ両形を示して、どちらからでも検索できるように心がけた。 
• メイド［maid］⇨メード 

‣同2.3: 促音「ッ」の挿入や語末の長音の有無も2.2と同様の配慮を行った。 
‣同2.4: ラジオ［radio］チーム［team］のように表記が固定しているものは別として、一般に -di-、-ti- などに -ディ-、-ティー- を当てるか、-
ジ-、-チ- を当てるかは、外来語の場合はそれぞれの移入の時代にもより、また個人差も考えなければならない。いずれか一方に決しかねるも
のは、できるだけ両形から検索できるようにした。 

• 例、アーチチョーク⇨アーティチョーク　アーティザン⇨アーチザン　アーティスト⇨アーチスト　ティーム［team］⇨チーム　ビルジ
ング⇨ビルディング 

‣ウ濁音：空見出しとして本見出しにはしない 
• 例、ヴ…　⇨バ…。「ヴラマンク⇨ブラマンク」＊ヴァ、ヴィ、ヴ、ヴェ、ヴォ、ヴュはバ、ビ、ブ、ベ、ボ、ビュと表記。 
• 　　アヴェンジャー⇨アベンジャー

コンサイスカタカナ語辞典の表記法
た 外

ロム 層ダリネ
0. 1 来のみならず行や俗どこと多といにアル
ファ,ベット数字交 pī,pnn字じりま広く｡

0. 2 採新字規追加項目, ベあ字っは字加大と
多といアルファ数辞林規第四字, フ項版年刊
最取直近原っ稿執筆前比にアルファ数字増に,
補見出ま広く｡

0. 3 太体活使用五規出ま版十く音こ順『配列
長 号ー仮』芽gnTG 名が蛾りま規む太規字じや林
版, 太く版出母広く対応規字加大太体版同扱並
べ広くや規や俗ど, え仮版ば広こ交 g,gnn 字じ
キイ広く｡

シム ョ線ラ2
1. 1 ワド広字順, と多とい規置執清濁執じ半
う, 和漢複合版そ込広く｡ ん複ル述易ウ椅順対え
規ェスン俗祭電複版子レト数ェス林ジ前関四
林広こ東ロく｡く林ム層, 表記法記3順易全角下
年げ椅林ジ前林広,表原略規え版示四く｡

1. 2 一複哀異複哀右異複規合版そ込広く｡ 4義
5義 専義 規合林加数｡

1. 3 原門分野義位,相6借義入,時代7記枠囲,
略義み分野コ記 4.0, 入門ア借記チセ義 X 規な
肩加付字哀け字哀稿執哀年刊最取直近原林規別つ
字順, 以規俗祭と多とい字規ワド広規や林版,
活四上単にルか広こ十数｡ 場ハ有原無わ順原門
分野義, 挿入各無要順借義入, 素区切ウ聞雑順
7記枠規用版誌き省だこひ広く｡

ミュジッ
海底ミュジッ
ミュジッ編カ
同軸ミュジッ

1. 4 と多といに順ジづ規アル版加数ン, 同字
規略加数や規順, ワド広字規巻末版T g k 規稿執
じ則昭こ, 月ワド広林広く｡

チラT 介SOKK会 チラg 介ュ ?OKK会 チラk 介SOLA会
チラF 介SwK会

1. 5 同字ン g 国審議規会字発項加数別つ字
規平つ, 成角最無規内閣版発発告項目, ワド広
字版順易-椅じ実力広く｡ 辞ァ順ワド広字規特離
位規借時比じひトくどに十音こ, 太代哀当形加
大に半うト数林優版順先発ァ数辞林や十数｡ く

慣広, 同字ンせ林国必比規林優順, 易-椅じう四加
四｡

ネグラ-ロシュタ-ィュポ介vI7-Ir7Om KodO会
ネグラズオュッ介vI7fOll会

1. 6 ATC, NHK, VIP, X ミ, BA 借記野, US み
ッ記, 3D, 3x3, 5G加大順易年刊最取直近原二
字椅林広こ重度版増林どく｡

プム メルク
2. 1 同考林広こ, 慮付 gG 名 k 決定字ね両ち
検ア規易採新字規アル椅林索心 k 名規易採新字規
アル椅規促様ラひ芽重度版りま蛾版な音くン, 来オ
版あ告ァこ四数内チ加月アルや, 固版以ァン般
ァくデ示版そ込ファ数平つ順, ワド広林広こり
ま広く｡ ィ力テぞ規移テ規字個じ人差広くや規
っ, な比来ぞ規方うじ人差広く字個版つ告後く
や規加大や十比, 英目広や易採新字規アル椅大み
比に順加四や規や十数｡

2. 2 同複ンメ重電複に十数平つ, と多といア
ルに, ん複版ト数発, 電複 g 国じや音こト数発
順,来オ規半うたじ外来広このみ広く｡

ゲグ介MOy会 ゲュ-ゴュ介MOy DOy会

のみ広発な数平つ順, に優数慣昭ら個じひ広こ,
大ず項発項にや行やに優数な肩版俗ン昭く｡

2. 3 ど複易近椅規実力っ字度規ん複規内閣や,
2. 2 林ジこ規そ来じあ音く｡

2. 4 と要多 介rOdvo会いウ聞 介L7Om会規な肩版
アルンにみ広こ四数や規順月林広こ, づア版 -
dv-, -Lv- 加大版 -ルフ-, -ァフ- じ移こ数発, -要-, -
い- じ移こ数発順, 採新字規平つ順以ァベァ規
ッ力規テぞ版やな比, 増くト数字や外ム加昭ァ
層加項加四｡ 四目ァ発づ交版の広発な数や規
順, に優数慣昭ら個発項行やに優数な肩版広
く｡

8ム 種2
3. 1 ワド広字規対じ版 介 会版見数単にひ広
く｡

3. 2 同字ン 澗り字芽年ま夫とり字じ俗祭蛾林
潅に内スぎ林 環対え規同字ス林ジづに十数
平つ芽3. 12 日本蛾順, 同考林広こ, 以規同字ス規
アひじ先二広く｡ く慣広, 独自規み優以肩加平

v



‣凡例 2. 表記法 2.1： 
• ①原則として平成3年内閣告示「外来語の表記」留意事項その１（原則的な事
項）に拠る 

•留意事項その1（原則的な事項）4：「国語化の程度の高い語」は第1表、
「国語化の程度がそれほど高くない語、ある程度外国語に近く書き表す必要
のある語――特に人名・地名の場合――は第2表による 

• ②現実に行われている有力な別表記も、特にそれが離れた位置に配列される場
合は、見出しとして収録 

•例、テイク［take］⇨テーク　デイ［day］⇨デー　 
• ③借入時代の当時の語形を優先したものや、より現代の慣用を優先した語形に
合わせたものなどもあり、必ずしも「外来語の表記」どおりではないものもあ
る 

•例、スティール⇨スチール　ウェブ［web］　ネール［nail］⇨ネイル 
•　　デーサービス［日＜day+service］⇨デイサービス
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0. 1 来のみならず行や俗どこと多といにアル
ファ,ベット数字交 pī,pnn字じりま広く｡

0. 2 採新字規追加項目, ベあ字っは字加大と
多といアルファ数辞林規第四字, フ項版年刊
最取直近原っ稿執筆前比にアルファ数字増に,
補見出ま広く｡

0. 3 太体活使用五規出ま版十く音こ順『配列
長 号ー仮』芽gnTG 名が蛾りま規む太規字じや林
版, 太く版出母広く対応規字加大太体版同扱並
べ広くや規や俗ど, え仮版ば広こ交 g,gnn 字じ
キイ広く｡

シム ョ線ラ2
1. 1 ワド広字順, と多とい規置執清濁執じ半
う, 和漢複合版そ込広く｡ ん複ル述易ウ椅順対え
規ェスン俗祭電複版子レト数ェス林ジ前関四
林広こ東ロく｡く林ム層, 表記法記3順易全角下
年げ椅林ジ前林広,表原略規え版示四く｡

1. 2 一複哀異複哀右異複規合版そ込広く｡ 4義
5義 専義 規合林加数｡

1. 3 原門分野義位,相6借義入,時代7記枠囲,
略義み分野コ記 4.0, 入門ア借記チセ義 X 規な
肩加付字哀け字哀稿執哀年刊最取直近原林規別つ
字順, 以規俗祭と多とい字規ワド広規や林版,
活四上単にルか広こ十数｡ 場ハ有原無わ順原門
分野義, 挿入各無要順借義入, 素区切ウ聞雑順
7記枠規用版誌き省だこひ広く｡
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海底ミュジッ
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1. 4 と多といに順ジづ規アル版加数ン, 同字
規略加数や規順, ワド広字規巻末版T g k 規稿執
じ則昭こ, 月ワド広林広く｡
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1. 5 同字ン g 国審議規会字発項加数別つ字
規平つ, 成角最無規内閣版発発告項目, ワド広
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大ず項発項にや行やに優数な肩版俗ン昭く｡
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2. 2林ジこ規そ来じあ音く｡
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アルンにみ広こ四数や規順月林広こ, づア版 -
dv-, -Lv- 加大版 -ルフ-, -ァフ- じ移こ数発, -要-, -
い- じ移こ数発順, 採新字規平つ順以ァベァ規
ッ力規テぞ版やな比, 増くト数字や外ム加昭ァ
層加項加四｡ 四目ァ発づ交版の広発な数や規
順, に優数慣昭ら個発項行やに優数な肩版広
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‣同2.2： 
•原音が二重母音である場合、カタカナ表記で、長音にするか、母音２つをも
ってするかは、現実の使用度を考慮して決定。 

•メイ［May］　メーデー［May Day］ 
•決定しかねる場合は、できるだけ両形を示して、どちらからでも検索できる
ように心がけた。 

•メイド［maid］⇨メード 
‣同2.3: 促音「ッ」の挿入や語末の長音の有無も2.2と同様の配慮を行った。

コンサイスカタカナ語辞典の表記法

た 外

ロム 層ダリネ
0. 1 来のみならず行や俗どこと多といにアル
ファ,ベット数字交 pī,pnn字じりま広く｡

0. 2 採新字規追加項目, ベあ字っは字加大と
多といアルファ数辞林規第四字, フ項版年刊
最取直近原っ稿執筆前比にアルファ数字増に,
補見出ま広く｡

0. 3 太体活使用五規出ま版十く音こ順『配列
長 号ー仮』芽gnTG 名が蛾りま規む太規字じや林
版, 太く版出母広く対応規字加大太体版同扱並
べ広くや規や俗ど, え仮版ば広こ交 g,gnn 字じ
キイ広く｡

シム ョ線ラ2
1. 1 ワド広字順, と多とい規置執清濁執じ半
う, 和漢複合版そ込広く｡ ん複ル述易ウ椅順対え
規ェスン俗祭電複版子レト数ェス林ジ前関四
林広こ東ロく｡く林ム層, 表記法記3順易全角下
年げ椅林ジ前林広,表原略規え版示四く｡

1. 2 一複哀異複哀右異複規合版そ込広く｡ 4義
5義 専義 規合林加数｡

1. 3 原門分野義位,相6借義入,時代7記枠囲,
略義み分野コ記 4.0, 入門ア借記チセ義 X 規な
肩加付字哀け字哀稿執哀年刊最取直近原林規別つ
字順, 以規俗祭と多とい字規ワド広規や林版,
活四上単にルか広こ十数｡ 場ハ有原無わ順原門
分野義, 挿入各無要順借義入, 素区切ウ聞雑順
7記枠規用版誌き省だこひ広く｡

ミュジッ
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位規借時比じひトくどに十音こ, 太代哀当形加
大に半うト数林優版順先発ァ数辞林や十数｡ く
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四｡
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ネグラズオュッ介vI7fOll会

1. 6 ATC, NHK, VIP, X ミ, BA 借記野, US み
ッ記, 3D, 3x3, 5G加大順易年刊最取直近原二
字椅林広こ重度版増林どく｡

プム メルク
2. 1 同考林広こ, 慮付 gG 名 k 決定字ね両ち
検ア規易採新字規アル椅林索心 k 名規易採新字規
アル椅規促様ラひ芽重度版りま蛾版な音くン, 来オ
版あ告ァこ四数内チ加月アルや, 固版以ァン般
ァくデ示版そ込ファ数平つ順, ワド広林広こり
ま広く｡ ィ力テぞ規移テ規字個じ人差広くや規
っ, な比来ぞ規方うじ人差広く字個版つ告後く
や規加大や十比, 英目広や易採新字規アル椅大み
比に順加四や規や十数｡

2. 2 同複ンメ重電複に十数平つ, と多といア
ルに, ん複版ト数発, 電複 g 国じや音こト数発
順,来オ規半うたじ外来広このみ広く｡

ゲグ介MOy会 ゲュ-ゴュ介MOy DOy会

のみ広発な数平つ順, に優数慣昭ら個じひ広こ,
大ず項発項にや行やに優数な肩版俗ン昭く｡

2. 3 ど複易近椅規実力っ字度規ん複規内閣や,
2. 2林ジこ規そ来じあ音く｡

2. 4 と要多 介rOdvo会いウ聞 介L7Om会規な肩版
アルンにみ広こ四数や規順月林広こ, づア版 -
dv-, -Lv- 加大版 -ルフ-, -ァフ- じ移こ数発, -要-, -
い- じ移こ数発順, 採新字規平つ順以ァベァ規
ッ力規テぞ版やな比, 増くト数字や外ム加昭ァ
層加項加四｡ 四目ァ発づ交版の広発な数や規
順, に優数慣昭ら個発項行やに優数な肩版広
く｡

8ム 種2
3. 1 ワド広字規対じ版 介 会版見数単にひ広
く｡

3. 2 同字ン 澗り字芽年ま夫とり字じ俗祭蛾林
潅に内スぎ林 環対え規同字ス林ジづに十数
平つ芽3. 12 日本蛾順, 同考林広こ, 以規同字ス規
アひじ先二広く｡ く慣広, 独自規み優以肩加平
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‣同2.4: ラジオ［radio］チーム［team］のように表記が固定しているものは別
として、一般に -di-、-ti- などに -ディ-、-ティー- を当てるか、-ジ-、-チ- を当
てるかは、外来語の場合はそれぞれの移入の時代にもより、また個人差も考え
なければならない。いずれか一方に決しかねるものは、できるだけ両形から検
索できるようにした。 

•例、アーチチョーク⇨アーティチョーク　アーティザン⇨アーチザン　 
•　　アーティスト⇨アーチスト　ティーム［team］⇨チーム　 
•　　ビルジング⇨ビルディング

コンサイスカタカナ語辞典の表記法

た 外

ロム 層ダリネ
0. 1 来のみならず行や俗どこと多といにアル
ファ,ベット数字交 pī,pnn字じりま広く｡

0. 2 採新字規追加項目, ベあ字っは字加大と
多といアルファ数辞林規第四字, フ項版年刊
最取直近原っ稿執筆前比にアルファ数字増に,
補見出ま広く｡

0. 3 太体活使用五規出ま版十く音こ順『配列
長 号ー仮』芽gnTG 名が蛾りま規む太規字じや林
版, 太く版出母広く対応規字加大太体版同扱並
べ広くや規や俗ど, え仮版ば広こ交 g,gnn 字じ
キイ広く｡

シム ョ線ラ2
1. 1 ワド広字順, と多とい規置執清濁執じ半
う, 和漢複合版そ込広く｡ ん複ル述易ウ椅順対え
規ェスン俗祭電複版子レト数ェス林ジ前関四
林広こ東ロく｡く林ム層, 表記法記3順易全角下
年げ椅林ジ前林広,表原略規え版示四く｡

1. 2 一複哀異複哀右異複規合版そ込広く｡ 4義
5義 専義 規合林加数｡

1. 3 原門分野義位,相6借義入,時代7記枠囲,
略義み分野コ記 4.0, 入門ア借記チセ義 X 規な
肩加付字哀け字哀稿執哀年刊最取直近原林規別つ
字順, 以規俗祭と多とい字規ワド広規や林版,
活四上単にルか広こ十数｡ 場ハ有原無わ順原門
分野義, 挿入各無要順借義入, 素区切ウ聞雑順
7記枠規用版誌き省だこひ広く｡

ミュジッ
海底ミュジッ
ミュジッ編カ
同軸ミュジッ

1. 4 と多といに順ジづ規アル版加数ン, 同字
規略加数や規順, ワド広字規巻末版T g k 規稿執
じ則昭こ, 月ワド広林広く｡

チラT 介SOKK会 チラg 介ュ ?OKK会 チラk 介SOLA会
チラF 介SwK会

1. 5 同字ン g 国審議規会字発項加数別つ字
規平つ, 成角最無規内閣版発発告項目, ワド広
字版順易-椅じ実力広く｡ 辞ァ順ワド広字規特離
位規借時比じひトくどに十音こ, 太代哀当形加
大に半うト数林優版順先発ァ数辞林や十数｡ く

慣広, 同字ンせ林国必比規林優順, 易-椅じう四加
四｡

ネグラ-ロシュタ-ィュポ介vI7-Ir7Om KodO会
ネグラズオュッ介vI7fOll会

1. 6 ATC, NHK, VIP, X ミ, BA 借記野, US み
ッ記, 3D, 3x3, 5G加大順易年刊最取直近原二
字椅林広こ重度版増林どく｡

プム メルク
2. 1 同考林広こ, 慮付 gG 名 k 決定字ね両ち
検ア規易採新字規アル椅林索心 k 名規易採新字規
アル椅規促様ラひ芽重度版りま蛾版な音くン, 来オ
版あ告ァこ四数内チ加月アルや, 固版以ァン般
ァくデ示版そ込ファ数平つ順, ワド広林広こり
ま広く｡ ィ力テぞ規移テ規字個じ人差広くや規
っ, な比来ぞ規方うじ人差広く字個版つ告後く
や規加大や十比, 英目広や易採新字規アル椅大み
比に順加四や規や十数｡

2. 2 同複ンメ重電複に十数平つ, と多といア
ルに, ん複版ト数発, 電複 g 国じや音こト数発
順,来オ規半うたじ外来広このみ広く｡

ゲグ介MOy会 ゲュ-ゴュ介MOy DOy会

のみ広発な数平つ順, に優数慣昭ら個じひ広こ,
大ず項発項にや行やに優数な肩版俗ン昭く｡

2. 3 ど複易近椅規実力っ字度規ん複規内閣や,
2. 2林ジこ規そ来じあ音く｡

2. 4 と要多 介rOdvo会いウ聞 介L7Om会規な肩版
アルンにみ広こ四数や規順月林広こ, づア版 -
dv-, -Lv- 加大版 -ルフ-, -ァフ- じ移こ数発, -要-, -
い- じ移こ数発順, 採新字規平つ順以ァベァ規
ッ力規テぞ版やな比, 増くト数字や外ム加昭ァ
層加項加四｡ 四目ァ発づ交版の広発な数や規
順, に優数慣昭ら個発項行やに優数な肩版広
く｡

8ム 種2
3. 1 ワド広字規対じ版 介 会版見数単にひ広
く｡

3. 2 同字ン 澗り字芽年ま夫とり字じ俗祭蛾林
潅に内スぎ林 環対え規同字ス林ジづに十数
平つ芽3. 12 日本蛾順, 同考林広こ, 以規同字ス規
アひじ先二広く｡ く慣広, 独自規み優以肩加平

v



‣ウ濁音：空見出しとして本見出しにはしない 
•例、 
•ヴ…　⇨バ…。「ヴラマンク⇨ブラマンク」＊ヴァ、ヴィ、ヴ、ヴェ、ヴ
ォ、ヴュはバ、ビ、ブ、ベ、ボ、ビュと表記。 

•アヴェンジャー⇨アベンジャー

コンサイスカタカナ語辞典の表記法

た 外

ロム 層ダリネ
0. 1 来のみならず行や俗どこと多といにアル
ファ,ベット数字交 pī,pnn字じりま広く｡

0. 2 採新字規追加項目, ベあ字っは字加大と
多といアルファ数辞林規第四字, フ項版年刊
最取直近原っ稿執筆前比にアルファ数字増に,
補見出ま広く｡

0. 3 太体活使用五規出ま版十く音こ順『配列
長 号ー仮』芽gnTG 名が蛾りま規む太規字じや林
版, 太く版出母広く対応規字加大太体版同扱並
べ広くや規や俗ど, え仮版ば広こ交 g,gnn 字じ
キイ広く｡

シム ョ線ラ2
1. 1 ワド広字順, と多とい規置執清濁執じ半
う, 和漢複合版そ込広く｡ ん複ル述易ウ椅順対え
規ェスン俗祭電複版子レト数ェス林ジ前関四
林広こ東ロく｡く林ム層, 表記法記3順易全角下
年げ椅林ジ前林広,表原略規え版示四く｡

1. 2 一複哀異複哀右異複規合版そ込広く｡ 4義
5義 専義 規合林加数｡

1. 3 原門分野義位,相6借義入,時代7記枠囲,
略義み分野コ記 4.0, 入門ア借記チセ義 X 規な
肩加付字哀け字哀稿執哀年刊最取直近原林規別つ
字順, 以規俗祭と多とい字規ワド広規や林版,
活四上単にルか広こ十数｡ 場ハ有原無わ順原門
分野義, 挿入各無要順借義入, 素区切ウ聞雑順
7記枠規用版誌き省だこひ広く｡

ミュジッ
海底ミュジッ
ミュジッ編カ
同軸ミュジッ

1. 4 と多といに順ジづ規アル版加数ン, 同字
規略加数や規順, ワド広字規巻末版T g k 規稿執
じ則昭こ, 月ワド広林広く｡

チラT 介SOKK会 チラg 介ュ ?OKK会 チラk 介SOLA会
チラF 介SwK会

1. 5 同字ン g 国審議規会字発項加数別つ字
規平つ, 成角最無規内閣版発発告項目, ワド広
字版順易-椅じ実力広く｡ 辞ァ順ワド広字規特離
位規借時比じひトくどに十音こ, 太代哀当形加
大に半うト数林優版順先発ァ数辞林や十数｡ く

慣広, 同字ンせ林国必比規林優順, 易-椅じう四加
四｡

ネグラ-ロシュタ-ィュポ介vI7-Ir7Om KodO会
ネグラズオュッ介vI7fOll会

1. 6 ATC, NHK, VIP, X ミ, BA 借記野, US み
ッ記, 3D, 3x3, 5G加大順易年刊最取直近原二
字椅林広こ重度版増林どく｡

プム メルク
2. 1 同考林広こ, 慮付 gG 名 k 決定字ね両ち
検ア規易採新字規アル椅林索心 k 名規易採新字規
アル椅規促様ラひ芽重度版りま蛾版な音くン, 来オ
版あ告ァこ四数内チ加月アルや, 固版以ァン般
ァくデ示版そ込ファ数平つ順, ワド広林広こり
ま広く｡ ィ力テぞ規移テ規字個じ人差広くや規
っ, な比来ぞ規方うじ人差広く字個版つ告後く
や規加大や十比, 英目広や易採新字規アル椅大み
比に順加四や規や十数｡

2. 2 同複ンメ重電複に十数平つ, と多といア
ルに, ん複版ト数発, 電複 g 国じや音こト数発
順,来オ規半うたじ外来広このみ広く｡

ゲグ介MOy会 ゲュ-ゴュ介MOy DOy会

のみ広発な数平つ順, に優数慣昭ら個じひ広こ,
大ず項発項にや行やに優数な肩版俗ン昭く｡

2. 3 ど複易近椅規実力っ字度規ん複規内閣や,
2. 2林ジこ規そ来じあ音く｡

2. 4 と要多 介rOdvo会いウ聞 介L7Om会規な肩版
アルンにみ広こ四数や規順月林広こ, づア版 -
dv-, -Lv- 加大版 -ルフ-, -ァフ- じ移こ数発, -要-, -
い- じ移こ数発順, 採新字規平つ順以ァベァ規
ッ力規テぞ版やな比, 増くト数字や外ム加昭ァ
層加項加四｡ 四目ァ発づ交版の広発な数や規
順, に優数慣昭ら個発項行やに優数な肩版広
く｡

8ム 種2
3. 1 ワド広字規対じ版 介 会版見数単にひ広
く｡

3. 2 同字ン 澗り字芽年ま夫とり字じ俗祭蛾林
潅に内スぎ林 環対え規同字ス林ジづに十数
平つ芽3. 12 日本蛾順, 同考林広こ, 以規同字ス規
アひじ先二広く｡ く慣広, 独自規み優以肩加平
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‣2019年刊行 
‣25万1,000語（データ版では約27万語） 
‣古語から現代語までの国語項目 
‣地名・人名・作品名などの固有名詞も収録

大辞林
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‣ 和語・漢語は平仮名、外来語は片仮名で示した。（あくまでその語の由来がど
こにあるか、という語種の観点に立脚したものであり、慣用的にどう仮名表記
されるかを示すことはしなかった。） 

‣ 外来語は原則として「外来語の表記」（平成三年六月内閣告示）によって示
し、長音を表すには「ー」を用いた。また、「ヴ」は用いず、「バ・ビ・ブ・
ベ・ボ」を用いた。



大辞林の表記の考え方・方針
‣ 膨大な語数（約27万語）のため、個別の判断は困難 

‣ 外国人名・外国地名も多く、「外来語の表記」留意事項その１（原則的な事
項）に基づき、第2表に拠る（ただし、ウ濁音は用いない） 

‣ それ以外の外来語は第1表に拠る 

‣ 規範の求められる「辞書」は記述内容の規範にとどまらず、統一的な形式が求
められるため、この観点からも「外来語の表記」の原則的な事項に拠ることが
有効 

‣ また、アクセントの表示があることから、発音と表記の一致が必要

苑
目
亜
亞
阿
温
薗

⑴
万
源
び
氏
ア
ル
フ
ァ
物
医
氏
ベ
ッ
ト
物
医
せ
ぶ
当
学
か
え
き
ク
セ
ア
ン
き
氏
っ
そ
つ
げ
く
﹁
﹂

工
び
ペ
ー
ペ
ジ
び
ァ
理
法
ァ
律
氏
ァ
経
済
さ
各
済
さ
専
門
済
ま
ロ
ア
マ
づ
︵
き
分
野
済
地
ァ
推

名
︶
ア
人
漢
字
見
出
ア
表
記
ま
学
氏
ァ
約
二
五
学
氏
ァ
単
千
ア
形
音
済
ベ
ッ
ト
義
発
氏
さ
際
氏

ま
ロ
っ
ゴ
三
面
セ
び
シ
工
か
ま
う
ヴ
ペ
ー
ず
ペ
ァ
書
氏
審
報
ア
方
同
う
バ
示
き
氏
せ
丁
氏
思
ア

低
寧
ビ
移
ブ
ァ
︶
え
ボ
え
ア
釈
示
方
同
ア
そ
つ
げ
く
﹁
う
バ
併
境
せ
ざ
き
セ
康
づ
え
き
氏
っ
ぶ

工
か
ま
う
ヴ
ペ
ぶ
ア
ビ
述
マ
ー

⑵
力
点
置
せ
工
び
ペ
そ
つ
げ
く
﹁
ゴ
ァ
物
解
み
だ
ん
さ
ふ
ぐ
ガ
ま
ロ
せ
学
マ
バ
え
シ
マ
き
説
多
旧

最
氏
ア
そ
つ
げ
く
﹁
せ
ン
き
ー

⑶
そ
つ
げ
く
﹁
ゴ
何
氏
サ
セ
っ
ァ
灯
ブ
傍
初
か
え
き
般
見
う
バ
々
ブ
傍
初
か
え
き
般
見
ラ
拍
き
決

意
ア
初
ビ
東
台
意
ア
初
せ
ン
き
う
﹂

円
園
金
味
っ
ッ
ヴ
シ
工
び
ペ
ー
々
ブ
ま
バ
ま
マ
氏
ゴ

吟

セ
び
ペ
ー
順
地
さ
次
特
地
ま
ロ
殊
学
ナ
き
氏
ゴ
ァ
万
源
び
氏
セ
び
シ
ア
歴
史
次
ア
そ
つ
げ
く
﹁

ア
リ
﹂
工
び
ペ
ー
ず
ペ
ぞ
変
経
変
遷
ゆ
む
ぐ
ヤ
ワ
ハ
く
さ
﹁
ひ
ダ
ギむ
京

盤

ア
般

見

﹂
灯

ブ
傍

初

ナ
き
ギ

ま
ロ
ア
ッ
ル
っ
ァ
丁

ャ
ア
万

源

び
氏

っ
書

ャ
ア
そ
つ
げ
く
﹁
ア
何

竜

﹂
誌

ち
ぶ
ア
ゴ

円
澗
円

ア
ッ
ル
っ
工
び
ペ
ー

潅日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
環

注
力
氏
ア
そ
つ
げ
く
﹁
ゴ
ァ
何
氏
﹂
傍
初
ナ
き
セ
ざ
っ
ァ
︶
ア
何
氏
ア
四
ア
単
板
ア
ぞ
起
ゆ

﹂
灯
ブ
傍
初
ナ
き
う
々
ブ
傍
初
ナ
き
う
っ
ッ
ヴ
シ
伏
ず
き
ーぞ
起
ゆ
セ
マ
ル
ア
ゴ
注
力
氏
ア
初

ア
例
か
ア
何
竜
せ
ァ
重
視
ア
作
せ
マ
タ
カ
ァ
ス
ば
ス
ろ
ビ
丁
引
せ
丁
起
ァぞ
ほ
ゅ
さ
ネ
ヤ
さ
ム
ョ

ゆ

ま
ロ
ア
虎
初
ゴ
書
引
せ
丁
起
せ
ン
き
ー
物
解
ァ
◎
●
ア
法
掲
﹂
基
型
セ
び
シ
注
力
説
多
せ
旧
最

っ
当
づ
え
シ
マ
き
ぞ
説
多
旧
最
氏
ゆ
せ
ゴ
ァ
そ
つ
げ
く
﹁
ア
本
併
ゴ
ァ
氏
ア
起
文
っ
ッ
ヴ
シ
伏

ず
ヴ
シ
マ
き
ー

そ
つ
げ
く
﹁
ア
本

併

ゴ
在

ざ
ブ
ぞ
校

節

教
ゆ
セ
ぞ
〜

伏

教
ゆ
セ
っ
見

キ
バ
え
き
ー
重

視

せ

◎

﹂
誌
ち
ぶ
ア
ビ
〜
伏
教
ァ
誌
ず
ま
マ
ぶ
ア
ビ
校
節
教
せ
ン
き
ー

●

セ

◎

ビ
︶
ア
氏
っ
誌

ず
え
き
単
板
ア
起
ァ
◯

ゴ
︶
ア
氏
っ
育
マ
シ
傍
初
か
え
き
普
地
ま
ロ
せ
ン
き
ー

旧
最
氏
せ
ゴ
ナ
ポ
シ
ア
何
氏
っ
ベ
マ
シ
ァ
丁
起
意
セ
書
起
意
セ
ア
通
っ
初
ア
灯
々
ア
行
思
ビ

ン
き
ー

校
節
教
ゴ
ァ
書
起
意
せ
灯
ブ
ま
ヴ
ペ
ン
セ
ァ
灯
々
ア
行
思
ビ
ま
ブ
ァ
そ
つ
げ
く
﹁
ゴ
丁
本
併

ジ
キ
せ
ン
き
ー
〜
伏
教
ゴ
ァ
◎

ア
考
熟
せ
初
ビ
々
ブ
ま
ツ
ァ
審
重
っ
育
ブ
般
見
っ
ゴ
初
ア
灯

々
ア
行
思
ビ
ま
マ
ー
〜
伏
教
﹂
か
バ
っ
未
う
ブ
見
キ
き
セ
ざ
ゴ
ァ
円
﹂
ぞ
〇
灯
型
ゆ
セ
マ
マ
ァ

書
起
氏
ア

園
ァ
選
起
氏
ア

金
ま
ロ
ァ
何
氏
ア
六
熟
ア
起
っ

◎

ビ
ン
き
ぶ
ア
﹂
ぞ
曽
灯
型
ゆァ

︶
ア
人
ア
〜
伏
教
ア
そ
つ
げ
く
﹁
﹂
ぞ
四
灯
型
ゆ
セ
マ
ル
ー

順
地
さ
次
特
地
ま
ロ
ぞ
殊
学
ア
ン
き
氏
ゆ
ゴ
ァ
殊
学
次
っ
ッ
ヴ
シ
そ
つ
げ
く
﹁
ビ
行
づ
き
ー

助
節
ア
次
べ
殊
学
次
ア
セ
ざ
ア
そ
つ
げ
く
﹁
ゴ
ァ
図
ね
ワ
ぐ
ア
作
﹂
版
七
か
え
ペ
マ
ー

図 日本語のアクセントの型
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大辞林の表記の考え方・方針
アクセント（発音）を示す 

‣ 「ウイーク」は2音節（2拍）目にアクセントが来るの
で、［2］が表示されるが、「ウィーク」だと「ウィ」
で1音節なので［1］になってしまう。 

‣ 大辞林では、人名・地名・作品名などの固有名詞などに
はアクセントを付さないので、第2表に準じても発音と
の不整合は生じない。
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発音と表記の乖離
‣マネジャー／プロフィル 
•特に新聞用語では「マネジャー」「プロフィル」とされるが、はたして発音はそのようにされているだろう
か 
•国語辞典・カタカナ語辞典では、「マネージャー」「プロフィール」とし、「マネジャー」「プロフィル」
は空見出しとするか、「～とも」とするかである 

‣ワイヤ／パーカ 
•ほとんどの国語辞典・カタカナ語辞典がこの表記であり、「外来語の表記」も「ワイヤ」とするが、実際に
は「ワイヤー」「パーカー」とする発音が多いのではないか 

‣ いずれも原語に近づける意識からの表記だと思われるが（日本語）発音との乖離があるのではないだろうか
（外来語は「もと、外国語だったものが、国語の中に取り入れられた言葉」〈新明解国語辞典第八版〉であ
り、日本語としてその音韻体系の中で定着したもの。当然、外国語とは音韻体系が異なる。）



「デーサービス」か「デイサービス」か 

‣ ［day］は「デー」が主見出し。「防火デー」「結核予防デー」 

‣ 「デイサービス」「デイトレード」などは「デイ～」が主流。 

‣ 「デイサービス」「デイトレード」を主見出しとし、「デーサービス」
「デートレード」を空見出し。

「外来語の表記」が対象としていない語への対応①
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サイ7 介A( g会⇨とよも7

サイ4 介べ A会⇨A

サイp 介gzq会ビレられ) 澗霞℃ 源年) ×述／ 胤対象ら
てを 7 源) g) 研んだが) 潅易＼へ源℃ ＼へめビへ源椅
へ学確グ並立今やおびォ) 易購医とも℃ 売競刺購とも椅
レじ) ×述／

サイ-ドツェネ 介gzq EzBj会法期や呈あレこりなほか)
源胚どりなほか) ビレ-ラニベドられ) ×神／ 胤神折 4
興芽7'4ā蛾技徒衣味へ追浦男切頭内計へ岐グメもア
-ちガラがパゴっビを得フめ)

ブイバ 介àzXH会点行カ巻相グ℃ 7 求卒へ逸制哀為巻)
サレブられ) ×業／

ブイバァルホイ 介àzXHz-zq会⇨ョもさくラが
ブイバァルマ 介àzXHôYà 芽後ポ巾て蛾会替央カ一海宗コ

ヒへ後ポ胚ど軍へ一海) ぜへ宗やつぶゅられブォ) サレ
ブョアメられ) ×業／

ブイバァルマ-ミロゲネ 介源γàzXHôYàΘSIôj会後ポ
胚ど軍へ一海や幅ォ宗) ×業／

ブイバ-ゾァ-ゴテ影黒 介àzXHNô!Njzq zDwMGLzM会挽派
グ℃ 婦測へ暴ク払てへこコずばココあヒけ量防や株締み
らこみ髪域) 流艦無号メちへ伯棒ば塩乗つデめ)
×業／

ブイバ-ゾイワイ 介àzXHNôvH!会 鰻機応姥爵船空南)
米フ伯ど) ×業／

ブイバ-ゾイワイ-ザイェ 介àzXHNôvH! LôKH会鰻陸太姥ミ
タも器訓グ℃ むがほへ暴ク払てやぶォ溶練) ゅゅ羽平グ
へ暴ク払てゴ乖根らレォ) セゾヤ-エヤベ℃ キメベ-エヤベ
られ)

ブイバ-ゾイワイ-セゲャ ⇨MxG 芽致毎へ洋諸空こ付
ク専傘蛾

ブイバゾボ 介àzXHôíí会澗芽島逆普へ蛾飛陸) ×業／ 研シ
ほとよほジ) 潅飛陸曜) 距離へ機約パ航過程依沈
短グ℃ 狭地量所や殿てを歳船艦℃ 飯船へ地量艦パ軽
労楽ば質依ぶォ動曜) ×業／ 胤植離へ機約研究 Fθ
マちがもパ理こ基ビめ) 環鰻ちヤもヨ姥迂労器訓へ構
ご符ど) ×業／ 甘鰻ろもえよほ姥抵ば米ォめビば℃ ろもえ
オもべへ太ば同フを本憲プォゅら) ×業／

ブイバゾボ-ピイャ 介àzXHôíí Oôz!g会⇨ぽきだちが
ブイバヤルェ 介àzXHgô-K会澗鰻タちミほジ姥同ポ訓グ℃

価知やァバが太ば印ぶゅら) ×業／ 潅鰻オさわほジ姥せ
ラほや帰みゅら) ×業／

ブイバ-ソイマ 介àzXH KôàH会文学ぶォゅら) 創学)
ブイバ-ワゲバ 介àzXH OzEX会鰻ナアえ姥くべタちコヒ℃ 革

や格おめビばさシュ-ドバべや翌有エ君ど太ペォゅら)
×業／ ⇨むバさ-ちだほジ

サイ-ナァ ⇨とだ-サく
サイ-ビイハ 介gzq PzBH会鰻ちヤもヨ姥源年へ卿立℃ 霞

練卿立) ×業／ 研んだぞも)℃ んだが-ゲもキ)
サイ-ヘイセパ ⇨とだ-ろもぐち
サイケイ 介gzWSqγ名公 芽霞へ飼＞育捕へ飼蛾会りさ栽
へ培興章) ボもマバネ前変) 折異ホんピさ 芽郡農蛾)
×神／ ④季 牧 胤育捕へ人パつぶら仏や諸びゅらコヒ)
受早興練芽7áěV、ě'蛾払類)

サイケイ-ョホイェ半導 介gzWSq EIzWK zDwwäzMjDw会
鰻界終姥由府練へサもュア選京有座へ 7) 専伸由府
コヒへ巾事サもュアや優駿由府へ乗事ゾテさぞもエ℃ ぜ
へ由府コヒへ巾事サもュアや来へ由府へ乗事ゾテさ

ぞもエらこみユみば跳来選京ぶォ有座) ×業／
ブイパデイ ⇨ョだちぞも
ブイパブノイ ⇨ョだちョよも
ブイパブノェメ ⇨ョだちョよほジ
ブイパマ ⇨ョだちが
ブイモ 介べ MIHSHγピ àIHSWS 芽記旧蛾会澗同夏℃ 目改℃
登和) ×神／ 潅短録情蹴へ催科有花) ×神／ ⇨くほ
ザョもづ℃ ぽほョもづ

ブイデ 介ピ àIHàz会ピミわく属客へくアえヘハバがグ á 小
飼へ属客) +℃ Δ)公今グゴャヤィ) ×述／

サイデ 介gzàzγシ gzàYB 芽拠プヒデめれへ蛾へ並報鳥会
澗芽都目へれらばレォ蛾析枯℃ 嗜一℃ 拠試) ×述／ 潅
鰻界終姥診和誤海ばブめフを℃ 知パコどへ嗜一らレォ報
家哀属客哀分布へ好告) ×業／
サイデ体配 介gzàz zDEWGäBBjDw会ゾほワひもぞもグ
配みともぞや距何へくアナミげキや軍こを形成て℃ 重つ
びぶォゅら) ×業／
サイデ送 介gzàz MTWä会かマジシねほジグ理軍つデォ提
宣グ℃ 伝可へ要役や割ぶ今) かマジシねほジ夏今ばツフ
を卒役へてコめパ果レォ) 現月へかマジシねほジ夏今グ
ゴ℃ 属客誕哀殺報誕哀虫科重報功誕哀枯報誕哀属客
剤誕レじパブォ) ×業／
サイデ富士 ⇨ともぞ-かマセわほジ
サイデ理論 介gzàz zDEEqwjzLMjDw会伝可産成有
毎へ 7) ゾほワひもぞもば選京てめ現走求似ばツフを℃
哲軍究パ体全ばともぞや産成哲軍グソォ在矛ご)
×業／ 胤爵船止へ揚軍ともぞ現走ら源統界走界河へ
界河似哲軍へ胸乗ともぞ現走レじパブォ)
サイデ風速 鰻ョタぐ姥長躍軍へ界抵へぶソ練や哲軍
て℃ つノケノレ伝可や躍走ぶォ長躍) 長躍年へ小矛伝
可レじや躍走ぶォれへら℃ 問体へ伝可や躍走ぶォれへパ
ブォ) ×業／

サイデ-ァイガテベ 介gzàz z!EIWvH会澗弱風栽研へ卒
示グ℃ 首要襲湾へ間畜ともぞや南国てを洋諸ぶォとも
ぞハもち) 間畜ともぞや深炒究練グ二追てを℃ 敢豆深
炒ばベクォ卒冒咲砂所や飽延獄てめど℃ 内へ深炒エ
窒来哲軍ぶォ) ×業／ 潅ゾほワひもぞも-わちョキばベこ
を℃ 理軍墾傘へ尾こともぞカむバさくバかぶふソともぞレ
じや℃ 糖精混へ平険分攻由府ば十科芽ノめゴゾワも蛾ぶ
ォゅら) ノめ℃ ぜへツみば分為つデめともぞへゅら) ×業／

サイデテハ 介gzqàWBH会霞練)源年) ×業／
サイデテハ-ペイパ 介gzqàWBH YSH会芽ぎョアカ肺淵グ蛾

霞練へ険原へ動練モビ理軍℃ 塁油) ×業／
サイデ-ルホァォルパ 介gzàz -z!HIôYSH 芽亭隕蛾会政

胸歳へ達糖レともぞや距香楽ば蒸海て℃ 爵船吹始へ
同軸レじば真同をォめビ℃ 追軍レ伝可や魅刷哀卒冒グ
ソォツみばてめわちョキ) ×業／ ⇨ともぞ-ァだぴほジ

サイデ-ギェマユイ 介gzàz HKà!q会鰻QM姥ゾほワひもぞも
ば℃ 報家カ属客レじへともぞや乗事ぶォ製船へゅら)
×業／

サイデ-バゼボマ 介源γgzàz 芽嗜一蛾ΘE!zíà 芽訓力蛾会
嗜一誤海へ揚械楽訓力) ×業／

サイデ-バユイヌェメ 介gzàz EJHzKWKP会ともぞハもちば
ベこを℃ 敢豆へともぞや入水コお殺立所へブォ注直ば
汽王ぶォ製船カ誤海へゅら) 奈缶蒸海ともぞハもちば
ベこを℃ 火並ぶォ奈缶伝可や距統艦てめど℃ 悪猛彗へ
立員ば獣炎てめ瞬闘殺再へ製船レじ) ともぞ-さタほ

サイデ-バゼボマ693
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対衣源胚と並 77 年胚述学 芽確今 Ag 立蛾よもべら
れてを易切刺椅ん易挽央椅だ霞象がへ( めビと易切刺椅だグ
や法医お購びォ売払レ医競技呈締ん棒岐が) じへ)
易内胚切刺神椅あこレ期衣逸計お購びォ飯折だ棒りな
ビォ(

サイドツェネ 介ほ 4pzqEqBj会興味べかどレ切刺株( 徒
帰( ℃追×

サイドツブバァ 介／商 'pzqEāàBXH会男求農卒業レ得
頭点レ 7( ℃追×

サイドツルホマ 介ほ 'pzqE-XôY会メアち後レ海立乖(
巻巾お軍塩( 塩測と行測) 依測( 今量ガラパち芽行
応蛾( ℃追×

サイドミロゲゾァ 介4pzqEqpBX＼ほ 4pzqEjH 芽男求びォ蛾会
芽艦法あこレ蛾号ゴ宗っ)男求農卒( ℃乗× ⇨フをてちカ

サイドミロツロ 介4pzqEqBj会澗切刺船( 派購央相船(
℃追× 潅⇨ョさラれくポ

サイドミロェ 介4pzqEqH会院する 号ゴ宗なコォめだ( 男
求びォめだ( ℃確×

サイゴテミイロ 介4pSXpqI＼ほ 4pSXpqEY 芽制婦蛾会溶
髪)獄髪)流為)淵牧( ℃述×

サイドワザァ 介4HzNpXH会伯っ浦替芽なび
わげ蛾( 伯っ致( 伯

南( 奈沈(沈米( ℃追×
サイゴセロ 介4HSjHH会澗 陸一( 幅暴( ℃追× 潅 太

為(防平( ℃追× 環洋一(一( ℃追×
サイゴセャドワゲロ 介4HSjHHBzjEzI＼4HSjHH 芽太為蛾

γ!zjEzI 芽労替蛾会太郡迂殿) 太抵諸島迂殿( 航
過レ述太程地船ん質域だがへ株咲諸島技迂殿(
℃追× 胤確今 Av 立芽7LKM蛾xGí' レ動対レ無植構
符お爵びォ機空レ質よ研巻お業グへ器法(

サイゴボ 介動＼4pSγォΘ究憲米θ会鰻訓姥印が理ヒォ(
℃追×

サイゴピヤゲゾァ 介4pSjHYYpBX会捕革びォめだ( 革同(
℃追×

サザ-ソナ 介4EI zEjH会動畜っ練君哀毎仏( 羽根練君
ん付ぜつグォ知曜船ぶ専文旧改船レ練君ん) 傘歳技
逆普ん付ぜへ飛章ゅ創距お味ブクつ墾離ずぜ約や短
一( ℃追×

サザ-ソナ-ビァツロ 介4EI!zEjH zHXqHj会ョば-けをん約
やへヒレ卿翌( ℃追× ⇨ョば-けを

サイソロハ 介4HzE4H会7M立離(
ミイソヤェ ⇨みけデく
サイソヘマミァパ 介ほ 'pzàHNBYqH--E会ミて後レ蹴

狭有名(巻巾お軍塩(塩測と抽測)所測( ℃追×
サイソァケ 介み タ か ポ む ＞) íàEjNHY 'pzFHXY

7O7P④KM会ビレラニベドだシ( ばジてマレ公創( 伯界
飼学レ育栽培ん終ゴあゅな) 変船お購びォ異競) 切航
レミかヤをだ喜医ん軽っめヨずびごビへ楽基終人ゅ航
測( ろデアらかだ衣おえラくてを花本府ん味類びォ( 味
類公易ラてマどマ-オタべポ椅易枯徒名法椅易プてぽか-きば
マく椅易ョかえデァ-バわかせさかポァ椅(

サイョロデロ ⇨ョバかナか
サイョァマェワドゲゾァ 介4HzBXYqjôzqpBX ＼ せ 4W!

zBXYqjôzqpBX会革診早( 価早) 京文診早だシ座ュ
ビォ( 誤格) ドマエペあこレ由診器ゅこレサやお診来ュ
ビへぞん記京びォへヒお) 前文ん価が) 目京がへ科よ優
診早が) 駿がグ受属ん夏和びォめだ( ビサベブョアメセ
ゾヤベだシ( ℃追× 胤せほちマレ選太船ゲタデラ-ョてナ

ゅ易カほどくべゲかおキグつ椅芽7LgK蛾よ業グへ(
サザ-ノロメモセロ 介4EI YôjSHjI会動畜っ小事( 催
船ゅぐレ動レやボお畜根よゴォ小事ドマエペ( 鳥毎提
ぶ催船レ客分技拠伸レ登都) ネデァレ年布跳レ試科
あこレホてデくゅピォ( ℃追×

ミイガロホ 介せ qpYEXH会⇨ガかゾ-エさか
サザ-ノロベマ 介動＼4EIγYHjápzH会動畜っ練君( 旧
改ん何キ羽根躍形お購がつ) 成録究公レ逆普) 情報
ぶ亭訓レ殺虫あこん約や報地( 航析仏君躍形テかペ
ぶ躍形斑墓パちれかん重クつ約や( ℃追× ⇨ョば-けを

サイガザナロ 介4HYpjH会隕襲( 偽理( 偽襲( ビエキャ
だシ(

サイガマツロ 介4pYEYqHj会湾改(湾彗( 湾剤( ℃追×
サイガマツロ-セペォセロ 介4pYEYqHj jHzBáHjI芽湾改ぞ

なレ家河蛾会要敢哀役湾哀割改哀エべあこ問果技あ湾
改おサっ延嗜技あ好計ん廟クへドマエペ旧改レ家河
公地( じへ) ぐレ二告胸記文短( ℃追×

ミザ-ノヤドマ影 介ěEI!VEzàY zDwMGwM会鰻鳥姥創距
楽栽配旧楽行攻( 窒尾科お所測幾宣ゅよゴ塁相ん
政グ) 現善政達んゴへび刷伝楽レ首産( ℃追×

サザメロ 介'QJV&＼4DLDäGj EEEMwwDWjM pBTqHNGäDqB
YIwäMN会をラパドゾポあ競機ドマエペ( 塁帝旧改船
ぶ員瞬名ん飽ユめだゅ肺剤あ形可レへヒレアパデくお
味ブォョゲれポ得頭精号レ売油月走誕基( AM ぞ売
功科レ学章炎文よ診来びォョばゲか-バちザかドをペ
芽対哲マばマ蛾おサっ軍果だ淋何ゅ約ブビつグォ競機ド
マエペ( 宣香精号柴ぶ内哲レ似衣精号柴) づほちエさ
を-カポかもあこよ 'QJV& 得頭精号ゅ体公ュビ) 諸あ
卒得調文よピォ í'!%xī おサクつ蒸が和ュビ) 傘業
レ告吹ぶわザ-バちよ優成びォ( ℃追×

サイメロケ 介4pYHEYH会首産(疾首( ℃追×
サイメモマミイブ 介せ 4pSHYqpé 芽全米ん鉱ぜォ蛾会鰻在

記姥情長節( ℃確× 研をヘてエさせ(
サイメツネ ⇨ョゲれポ
サイメヤェ 介4pSpq＼ほ 4pSpqôY芽軸蛾会澗矛ん類卒びォ

だゴお業グォ矛香( 7M 弱械よと M④L) P 弱械よと M
だ 7( ℃追× 潅風ュレ止為( 軸芽妻軸ん悼ハ蛾レ揚( 7、
LMvz-( 7g ョさゲデく+7 せさかく( ℃追×

サイゲギセァ 介4pYzpāNpXH会逆普( 誕浅( 太晶レ目
統( ℃追×

サイゲユピロゲゾァ 介4pYYp-pNEqpBX会深米( 深米公
業( ピォシレん析レシレおびォめだ( ℃追×

サイメゾァ 介'pïBX会せほちマ質示哲) ゾポワかひげ要属
レ諸炒徒間( 抵草技汽器名お薄ユ) 豆米哀缶地哀砂
糖レ質域要(

サイマナロパゼァェ 介4pYEj-E-HXq会澗混再案現(
混案( ℃追× ⇨をかペむ-バちくべかポ 潅蓋十京悼(
℃追×

サイマナゴセロ 介4pYESjHH会内延があグめだ( 情グ国や
めだ( 真受ゅ製ブあグめだ( ℃追×

サイマナベセミイロ 介4pYEUpNpqI会入相ゅあグめだ( 入
相ゅ片伯がつグォめだ(

サイマザセヌロメゾァ 介4pYpNNôYpBX＼4pY! 芽悼ハ蛾γpN!
NôYpBX 芽姉水蛾会帝裸) 姉備( 耐グぞな注ん帝じュコ
ォめだ( ℃確× ⇨ばてげかゲねち

サイマザァツロユサイゥロゲゾァ 介4pYpXqHj-H4pE!
qpBX会冒芝磨ゴ係ヒレ険直) 原府冒始ゅ科溝がつ

サイドツェネ 684
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サイ-ドツェネ 介7Ag 4pA7z会q 源とよもべ対象ら並今
れてを購霞芽なびわ蛾ら売んだよが( 呈刺と法衣年期) へめ-
ビグめ法衣と競折べだや技岐述おびォと) ビレ-ラニベ
ビドサブレォ) ℃学× ⇨じグ-あこりなり

サブバェ 介7EBBzp／確ほ 7EjBzp 芽内餐芽げど蛾蛾会q 源とよ
もか立ォ内刺どメ( アもちよとガん計得) 医逸( 依餐ら
れラ) パび(神刺が点得かゴ株餐) ℃興×

サブバェァルホ 介7EBBzp'Apz会計行味) 計乖追と切
央行( っビフ行(相求行がカと制為) ℃学×

サブバェ-マェミロ 介7EBBzp āzABj会払パョび計得と致
かォ卒追かさんだよべじくグめおびポりめコ) qà へめフと
じヒぜ業か( グめじつぶ-ゅブりべ替ク後ずびォと) ℃学×

サブバェ-マゲゾゴド 介7EBBzp āAXHz4会⇨ばけみりデ
サブバェ-テワェ 介源／7EBBzp＼j-ô'会じつミりら計

タがむシ一おジみマり) ℃学×
サブバェ-ザェセ 介7EBBzp jYE4会澗幅神刺と労海かと

徒軍追フりヤ) 暴哀こりフ哀ヨごりデがカむ追ろシえん)
ポオプぽあレデこフと防き測ァてがカべラん) ℃学× 潅
⇨ばけみりデ

サブバェ-ャゴド 介7EBBzp jz4会量艦域号追と獄哀乗ァ
バ味と防き測ァて技刺) ℃学×

サブバェボイピ 介7EBBzp4ESz会 澗 内餐芽げど蛾と船迂)
℃興× 潅こフあビめかと抵計と船迂) ℃学×

サブバェ-ネツザ 介7EBBzp 7pzjj会労と計得べ卒んデこ
フ) 内刺が依餐芽げど蛾海べ卒んグゅヒめわ-デこフだやゴ( せ
メナろュ南ドとォと) ℃米×

サブバェ-ヤェソブェ 介7EBBzp IAp4g会依餐芽げど蛾海( 抵
計海) ℃米×胤陸無かゴ浦計海と太べォ)

サブバェ-ナツェド 介7EBBzp INA4z会内餐芽げど蛾追と平
獄) エメよ洋締 !vXS) ℃興×

サブバェビ 介ペビヨペ 7LBKp会グビサ( サぞゲりあ( キブなめ(
ぐりぶフビヨペがカと医機空器) 記号 M ℃学×

サブバハゴヘ 介ほ 7gBASExYz会⇨なグミボぽサ
サブバビ-ホビナザ 介MEBApzD GNIj会ネブホめ男諸と量

訓( ペデピペ島航過ろべ程練べ地ん頭巻郡巾芽ろひぼ
えすご蛾質

棒) 羽動宗む植せ( 練訓べホブフあ研究むきシえん) フ
ごゾヒペ哀サごペテペ哀ユフヒペ-ザブヤゲぶヨミ哀づブヨペ-
ヘめハワわごと à 無べパびむや( 立理印ゴデひブボあブ質
芽島塩 !v!!S蛾) 同れ ívFHS) ビドョア希薄レォ)
℃学×

サブパケァビザ 介ビ MEBôjAYpYj会鰻知姥応溶) メレョ
セベレォ) ℃学×胤文派かゴ( 7EBôjAYp)

サブパョァビザ 介デ MEBôjAYpYj／げ 7zEBôj 芽応ナお
ろ蛾＼jAYpôj 芽あホね蛾会応溶) 翌有名( 公べポツビ婦
どシ根髪婦べ沈セび技殿と咲構芽みばひぼ蛾味) 溶符味哀
飼符味哀憲溶味がカべ育ソシえん) ℃学×

サブパソェテワミ ⇨じノハりみマめ
サブデイザ ⇨じネグフ
サブデイノェ 介7EOE7zp／7EOE7z 芽育ソん蛾会澗育栽

行) 培革かさん ! 付と専君らォメ栽やケめベフ) 業
流哀淵芽だ蛾変さ追か( 異と傘育( 奈期人類がカべ由よ)
℃米× 潅メろびを)逆仏や) ℃学×

サブデイネ 介7EOE7z会育ソんふレ) 育栽ラんふレ) 育普
ラんふレ) ℃学×

サブデイネ-ホミネ-ビェビ 介7EOE7z AB7 pYNz会育栽
飛旧) ℃学× 胤捕普来む胚飛旧来距と離記がカら購
追おを点よ章旧)

サブデイメミモ-ガゴネ 介7EOEBEBP pô7会早ろ改) 公べ
蹴墾と約と改か目棒ぎ花棒ら伸お科をんびクべ由ァえ
びォと) メゾヤサブ-エキャレォ) ℃学×

サブデイミ 介7EOEBz会澗属べ伯ラんれパ) 属べエれァお
ろれパ) ℃学× 潅爵毎ラんふレ)早よふレ) ℃学×

サイヤゴベミモ 介7AgIAXHEBP会フモりヤと q) じグベぽ
サべ q 源育と計亭がカら短ク小バか狭質ら跳さ鳥ん
ふレ) ℃学×

サブデゴモ ⇨じネぽわ
サイヤゴヘ 介7AgIAXH会躍曜ピツぽサぴぽサ) 源挽やゆ
グけめわ追と分所と布歳ろ何) ℃学× 胤米創 vF 形
名軽男(襲来と距か卿点)

サブデペォギェテワミ 介7zOANYA4EôB／7zW 芽飯類と楽
界派蛾＼OANYA4EôB 芽基終蛾会機喜と平基仏や府ず)
℃学× ⇨じノボワりみマめ

サブデミ 介ほ 7EOAB会ぬほゥりと q) 枯べ過ョを京せ( ざ
ドどソぎ布とがろサぽみマめ本さ同ろラ) ℃学×

ソブユェ 介4zIzz会練成座湾診む重知と優追ろび価格
究とハめあ分前) ℃学×

ソブユゼビ 介4gIEXAN会 院な 誤所受(名要受) ℃役×
サブヌマワメザピ 介ほ 7EOEjEôBEjSz会育駿割果) ィ

ュ-カサケニキバウォデムレォ) ℃米×
サブヌマワミ 介7EOEjEôB会澗訓夏) 訓選) 逆仏や) 提

事) ℃学× 潅鰻現姥芽育味産後と蛾夏芽っど蛾) ℃学×
サブヌマワミ & 介7EOEjEôB q会鰻ぴぽホり姥áq と殺為)

℃学× ⇨áq

サブヌマワミ N 介7EOEjEôB !会鰻ぴぽホり姥á! と殺為)
℃学× ⇨á!

ソブゥ 介ěVQQ会⇨ěVQQ

ソブゥぎメェ 介ěEJJABg会成無ヒツり-キりサと帰相求哀
登羽和) q&%ī形べ éγïγハつほゥヒりむ培ろび)

サブゥぎツミテギェテワミ 介7EJJzpzB4EA4EôB会 植 録
述) ℃学×

サブゥぎツミテゲビ 介7EJJzpzB4EAN会澗走) 情走) 潅
走偽)域相走) 環走報受域相哀伯催) 甘敢育)

サブゥぎツミテゲビ-みホ 介7EJJzpzB4EAN PzAp会 走知
虫析( 走知嗜( 走知似京) 延好おをビパ) ℃学× 胤び
レセょ体知析とォとゴ析む剤河べ巾むん船問知客と
剤河全客と告長哀陸長拠客と鳥弱配ら巾むや風宣
べ二ドを体知受べ攻窒ラん) 剤河客レォ深ド鳥弱配
かゴ弱鳥むフぜりコべろどがろ)

サブゥぎツミザ 介7EJJzpzBXz会伝可)走炒) ℃学×
サブゥぎツミド 介7EJJzpzB4会可ョびれパ) 走炒とガんふ

レ) 炒がョびれパ) 報とォと) ℃学×
サブゥブゼビソブェ 介7EJJEXYN4g会尾肺) 肺選) 農章
尾肺) ℃役×

サブゥブゼビド 介7EJJEXYN4会 院な 尾肺がれパ) ジぼどお
ろれパ) ℃学×

サブゥブテゴド 介7zJEXE4会月都) 誕功偽) 牧塁) 試
豆誕功) ℃学×

サブゥブメテワミ 介7zJEBE4EôB会類果) 家類) 炎興
宣) ℃学×

ソブゥブミ 介4EJJEB／4EJJ 芽もぷョレ技畜蛾会哲ろ計得(
浦計) ℃米× 胤ォレォレグめデがカペポペ研在矛湾とグ
げピフ軍と距か追ろシえび派)

サブゥルミテの 介7zJzBjEOz会 院な 易胸やと椅易胸首と椅
がカと太)

サブゥルミテの689

ソソ

689rt_6cript_conci6e_v5_04TAgyou_1.68d  P9ge 70 20/07/02 15:35  v4.00

サイ7 介A( g会⇨とよも7

サイ4 介べ A会⇨A

サイp 介gzq会ビレられ) 澗霞℃ 源年) ×述／ 胤対象ら
てを 7 源) g) 研んだが) 潅易＼へ源℃ ＼へめビへ源椅
へ学確グ並立今やおびォ) 易購医とも℃ 売競刺購とも椅
レじ) ×述／

サイ-ドツェネ 介gzq EzBj会法期や呈あレこりなほか)
源胚どりなほか) ビレ-ラニベドられ) ×神／ 胤神折 4
興芽7'4ā蛾技徒衣味へ追浦男切頭内計へ岐グメもア
-ちガラがパゴっビを得フめ)

ブイバ 介àzXH会点行カ巻相グ℃ 7 求卒へ逸制哀為巻)
サレブられ) ×業／

ブイバァルホイ 介àzXHz-zq会⇨ョもさくラが
ブイバァルマ 介àzXHôYà 芽後ポ巾て蛾会替央カ一海宗コ

ヒへ後ポ胚ど軍へ一海) ぜへ宗やつぶゅられブォ) サレ
ブョアメられ) ×業／

ブイバァルマ-ミロゲネ 介源γàzXHôYàΘSIôj会後ポ
胚ど軍へ一海や幅ォ宗) ×業／

ブイバ-ゾァ-ゴテ影黒 介àzXHNô!Njzq zDwMGLzM会挽派
グ℃ 婦測へ暴ク払てへこコずばココあヒけ量防や株締み
らこみ髪域) 流艦無号メちへ伯棒ば塩乗つデめ)
×業／

ブイバ-ゾイワイ 介àzXHNôvH!会 鰻機応姥爵船空南)
米フ伯ど) ×業／

ブイバ-ゾイワイ-ザイェ 介àzXHNôvH! LôKH会鰻陸太姥ミ
タも器訓グ℃ むがほへ暴ク払てやぶォ溶練) ゅゅ羽平グ
へ暴ク払てゴ乖根らレォ) セゾヤ-エヤベ℃ キメベ-エヤベ
られ)

ブイバ-ゾイワイ-セゲャ ⇨MxG 芽致毎へ洋諸空こ付
ク専傘蛾

ブイバゾボ 介àzXHôíí会澗芽島逆普へ蛾飛陸) ×業／ 研シ
ほとよほジ) 潅飛陸曜) 距離へ機約パ航過程依沈
短グ℃ 狭地量所や殿てを歳船艦℃ 飯船へ地量艦パ軽
労楽ば質依ぶォ動曜) ×業／ 胤植離へ機約研究 Fθ
マちがもパ理こ基ビめ) 環鰻ちヤもヨ姥迂労器訓へ構
ご符ど) ×業／ 甘鰻ろもえよほ姥抵ば米ォめビば℃ ろもえ
オもべへ太ば同フを本憲プォゅら) ×業／

ブイバゾボ-ピイャ 介àzXHôíí Oôz!g会⇨ぽきだちが
ブイバヤルェ 介àzXHgô-K会澗鰻タちミほジ姥同ポ訓グ℃

価知やァバが太ば印ぶゅら) ×業／ 潅鰻オさわほジ姥せ
ラほや帰みゅら) ×業／

ブイバ-ソイマ 介àzXH KôàH会文学ぶォゅら) 創学)
ブイバ-ワゲバ 介àzXH OzEX会鰻ナアえ姥くべタちコヒ℃ 革

や格おめビばさシュ-ドバべや翌有エ君ど太ペォゅら)
×業／ ⇨むバさ-ちだほジ

サイ-ナァ ⇨とだ-サく
サイ-ビイハ 介gzq PzBH会鰻ちヤもヨ姥源年へ卿立℃ 霞

練卿立) ×業／ 研んだぞも)℃ んだが-ゲもキ)
サイ-ヘイセパ ⇨とだ-ろもぐち
サイケイ 介gzWSqγ名公 芽霞へ飼＞育捕へ飼蛾会りさ栽
へ培興章) ボもマバネ前変) 折異ホんピさ 芽郡農蛾)
×神／ ④季 牧 胤育捕へ人パつぶら仏や諸びゅらコヒ)
受早興練芽7áěV、ě'蛾払類)

サイケイ-ョホイェ半導 介gzWSq EIzWK zDwwäzMjDw会
鰻界終姥由府練へサもュア選京有座へ 7) 専伸由府
コヒへ巾事サもュアや優駿由府へ乗事ゾテさぞもエ℃ ぜ
へ由府コヒへ巾事サもュアや来へ由府へ乗事ゾテさ

ぞもエらこみユみば跳来選京ぶォ有座) ×業／
ブイパデイ ⇨ョだちぞも
ブイパブノイ ⇨ョだちョよも
ブイパブノェメ ⇨ョだちョよほジ
ブイパマ ⇨ョだちが
ブイモ 介べ MIHSHγピ àIHSWS 芽記旧蛾会澗同夏℃ 目改℃
登和) ×神／ 潅短録情蹴へ催科有花) ×神／ ⇨くほ
ザョもづ℃ ぽほョもづ

ブイデ 介ピ àIHàz会ピミわく属客へくアえヘハバがグ á 小
飼へ属客) +℃ Δ)公今グゴャヤィ) ×述／

サイデ 介gzàzγシ gzàYB 芽拠プヒデめれへ蛾へ並報鳥会
澗芽都目へれらばレォ蛾析枯℃ 嗜一℃ 拠試) ×述／ 潅
鰻界終姥診和誤海ばブめフを℃ 知パコどへ嗜一らレォ報
家哀属客哀分布へ好告) ×業／
サイデ体配 介gzàz zDEWGäBBjDw会ゾほワひもぞもグ
配みともぞや距何へくアナミげキや軍こを形成て℃ 重つ
びぶォゅら) ×業／
サイデ送 介gzàz MTWä会かマジシねほジグ理軍つデォ提
宣グ℃ 伝可へ要役や割ぶ今) かマジシねほジ夏今ばツフ
を卒役へてコめパ果レォ) 現月へかマジシねほジ夏今グ
ゴ℃ 属客誕哀殺報誕哀虫科重報功誕哀枯報誕哀属客
剤誕レじパブォ) ×業／
サイデ富士 ⇨ともぞ-かマセわほジ
サイデ理論 介gzàz zDEEqwjzLMjDw会伝可産成有
毎へ 7) ゾほワひもぞもば選京てめ現走求似ばツフを℃
哲軍究パ体全ばともぞや産成哲軍グソォ在矛ご)
×業／ 胤爵船止へ揚軍ともぞ現走ら源統界走界河へ
界河似哲軍へ胸乗ともぞ現走レじパブォ)
サイデ風速 鰻ョタぐ姥長躍軍へ界抵へぶソ練や哲軍
て℃ つノケノレ伝可や躍走ぶォ長躍) 長躍年へ小矛伝
可レじや躍走ぶォれへら℃ 問体へ伝可や躍走ぶォれへパ
ブォ) ×業／

サイデ-ァイガテベ 介gzàz z!EIWvH会澗弱風栽研へ卒
示グ℃ 首要襲湾へ間畜ともぞや南国てを洋諸ぶォとも
ぞハもち) 間畜ともぞや深炒究練グ二追てを℃ 敢豆深
炒ばベクォ卒冒咲砂所や飽延獄てめど℃ 内へ深炒エ
窒来哲軍ぶォ) ×業／ 潅ゾほワひもぞも-わちョキばベこ
を℃ 理軍墾傘へ尾こともぞカむバさくバかぶふソともぞレ
じや℃ 糖精混へ平険分攻由府ば十科芽ノめゴゾワも蛾ぶ
ォゅら) ノめ℃ ぜへツみば分為つデめともぞへゅら) ×業／

サイデテハ 介gzqàWBH会霞練)源年) ×業／
サイデテハ-ペイパ 介gzqàWBH YSH会芽ぎョアカ肺淵グ蛾

霞練へ険原へ動練モビ理軍℃ 塁油) ×業／
サイデ-ルホァォルパ 介gzàz -z!HIôYSH 芽亭隕蛾会政

胸歳へ達糖レともぞや距香楽ば蒸海て℃ 爵船吹始へ
同軸レじば真同をォめビ℃ 追軍レ伝可や魅刷哀卒冒グ
ソォツみばてめわちョキ) ×業／ ⇨ともぞ-ァだぴほジ

サイデ-ギェマユイ 介gzàz HKà!q会鰻QM姥ゾほワひもぞも
ば℃ 報家カ属客レじへともぞや乗事ぶォ製船へゅら)
×業／

サイデ-バゼボマ 介源γgzàz 芽嗜一蛾ΘE!zíà 芽訓力蛾会
嗜一誤海へ揚械楽訓力) ×業／

サイデ-バユイヌェメ 介gzàz EJHzKWKP会ともぞハもちば
ベこを℃ 敢豆へともぞや入水コお殺立所へブォ注直ば
汽王ぶォ製船カ誤海へゅら) 奈缶蒸海ともぞハもちば
ベこを℃ 火並ぶォ奈缶伝可や距統艦てめど℃ 悪猛彗へ
立員ば獣炎てめ瞬闘殺再へ製船レじ) ともぞ-さタほ

サイデ-バゼボマ693
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とよも( )源℃
サイド-ツェネブネバ 介7AgA 4pzAqEBqj会⇨べられ -て

をらんよも
サイド-バァイル 介7AgA jp'āz会年だ述学がへ対確めビ

年立医グがやおよびォられらレ神象述並( 年レ今刺呈
レ興じグ霞あビこよりらだなほへ× 年レ興じグ味追かがへ
購あビどかメアじビ( )源℃

サイド-ホイマミ 介7AgA EzàāB4z会求ちだ衣ガへ売競グ
切央めビりらラパ×法卒( )源℃

サイド-ホロゲネゾゴミテ 介7AgA E4BzqgBEg会鰻XH姥ラゴ
も-べられレ業技グ内っ計期折( )源℃ ⇨ラゴも-べられ

サイド-ワネドイ 介7AgA 4zqgzà会フよれらカゴョさくア×
後味得卒海さくメポらコらレりらヒらさくレ点行グ依ぜ
つ徒軍めビりらラパ( ぶゅとよもだ相ブ× なつ測男哀測頭
量さ艦号ク測ずこばォをけみらグ払あへずビ( ビレラニ
ベドサ-ブニラ-ョレラニ 介X-ô会かデ( )源℃

サイド-ザセャツ 介7AgA 4Yz4S会べられ岐逸( べられだ
締つメさずぜくっぜグ株ブビどか( 乗だおよびォられらア×
神象べられレ締つグ点巻巾× 船制巾グ南ほへ株ブビど
か( )源℃

ゾイド-ゾイテ 介ミ gIgzN!NgIgz／芽宗か宗グ派ぜず米タむ
ビ蛾会澗陸が派ぜず( )太℃ ⇨ミシらパ-ジら-ミシらパ
潅棒獄× 棒平(為塩( )太℃

サイド-ボャツ 介7AgA vA4S会べられグ洋が諸マ述並レ
替ずやヤヨごレ島航胚ろや( )源℃

サイド-ボネツ 介7AgA vAqS会べられえらパグ確ずや売競
りらラパ(一がへ &N( )源℃ ⇨べられえらパ

ゾイド-ピネザ 介gYzgA LBq4Y会鰻軍姥幅婦米暴乖レ K
過髪( びよオ防程グ対確がへプごぽきグ応ガ諸ちビデ
レ( プごぽきメ地流徒レ伯グ質域だ ＼ 介gYzgA会レ医
ださビどかぜァレ無動( )源℃

サイド-ヤソロナ 介7AgA MBpz会鰻流爵姥べられメ植機バわ
やミせフナレ空器( 訓致だ× ポらコらメュプをドらエペよ-
サミョグ対確がへ研究がやべられグ理ちやミせフナレ同
知ア南タわビ( )源℃

サイド-ヤァイ-ビハネ 介7AgA Mp'x GA4YBqz会鰻流爵姥
練ぞフきよ羽およびォられらレ K( プゲもごキメ根文かめ
ビべられグ毎付レプゲこゴりらア曜内溶軍が× めブへレ
べられメぐボほや翌専ア傘ずへずビプゲこゴりらだ有労が
沈内グ名逆めビ過髪レデレ( )源℃ 胤公普きりオォら
こゴジ歳飼育栽レ íγFγべんパメ切殿(

サイド-ヘァワハネバ 介7AgA Là'4zEEBqj会 鰻流 爵姥
べられ溶軍( べられだ業培ク飛爵さくレ溶並グ創がへ×
変距だぐほや売競グネホつ卿めどか( )源℃

サイドパイミ 介7AgAvAEz会鰻流爵姥離迂だ刺約めビ今
異べられグ抵構がやデレ( 乗だ× およびォられらグ南ほへ
べられレ岐浦× 人変距対確メ短類さデレ( 一がへ
&N( )源℃

サイドパイミ-ホイマミ 介7AgAvAEz EzàāB4z会鰻流爵姥
今異レべられえらパグ研ほへ法卒ク狭船レ印文だ央め
ビ卒捕( )源℃

サイド-ビロケネバ 介7AgA GBqBqj 芽由界蛾会育来だ抵
構バわや章終歳レべられレ質だ記所めビ× ピビ府派ク
離刺刺符さくレ売競グ軽替ゾ卿めやちレ楽基哀年京(
淵座興派レ業技さく法卒本興だ衣確バわビ( )源℃

サイド-ビネ 介目／7AgAΘGAq会早優憲さくレ駿価格
伸グ科夏めビ植海× 挽飯海( )源℃ ⇨ュよヤら-きよ

サイド-ョネツ 介7AgA pBqS会質革レおよびォられらか和
催制だテゾビべられレ労前味年客じ( ユや× べられレ労
前味レやちレ有労受選( )源℃

サイド-ェデイノ 介7AgA àz4'à7会鰻流爵姥ユかちへ植跳
バわへずビ刺約ピビべられ拠変レ事ユつ( )源℃

サイド-ァメイ 介7AgA p'jjzà会鰻属姥今異レこよりらア
飛属がや都登哀試登哀男登さくレべられグ植機めビ述
並( )源℃

サイモ 介7Agz会ザジヨづエ× ユやぐレ程沈( フごて× 公普さ
くメ小鳥ア× OθP4G ヘァず( 家胸バむやデレメ君神バ
わへずビ( 練録だ仏ホぐレユユ情ブやつ× 分首確かがへ
確ずァわやつめビ( )源℃

サイゾゴネバ 介7AgBqj／7Agz 芽目替グ神わビ蛾会目替
布報( 情頭徒軍レやち飽析さくレ棒応情頭だ分嗜
何好目グ形報めビどか( )源℃

サイゾゴネバ-ビハイネ 介7AgBqj GA4YBqz会目替ゾ躍
精点( )源℃

サイテK 介7Agz／ご 7AgA 芽翌ク成告グ油あ報バわや蛾会
院する 澗目替× 何好目( )形℃ 潅重配かレ平米× ユ
やぐレ宣旧( 逢ずハじ( )源℃
サイテ影黒 ⇨べらョ-てごワ
サイテ半導 鰻改姥ュひフよョヨよョ-こらナパレ K( 要
蹴海グべらョか奈ほへ喜報花伝平だ枯ず卿が× 可頭グ
測偽ア伝つネゾビデレ( 希薄化印かデ( )源℃

サイテW 介7Agz会⇨べらジ
サイテ-ツガル 介目／7AgzΘ4páv会伝帰離年レ襲月×

香郡グめビ蒸吹島軸てごワ( ブニサ刷平× アメセニサ-
ゾヤエさくかデ( )源℃

サイテ-デイミ 介目／7AgzΘ4'áàEz会べらョグがへ湾ホ
成告かがへ船役レピビかどボ( ユや× べらョレ割敢(
)源℃

サイテ-ミベャテ 介目／7AgzΘEL'g会べらョだ果がや成
告( べらョレ成告( )源℃

サイノョイペ 介7Aě7àzAG会誕目延( 誕咲延( 誕咲
傘現だげゾビどか( )源℃

サイ-テェイォイ 介7Aě gàA7zà会⇨べフ-ョねらツら
サイ-テェイサゴネバ 介7Aě gàA7Bqj会⇨べフ-ョねらセ
サイ-テェイノ 介7Aě gàA7z会⇨べフ-ョねらセ
ゾイギイ 介gALzà 芽ソノソノ功ホさビ蛾会械功レ医( 哲在

産だ械メ功ホさビどか( )太℃
ゾイギイ-ユャテ 介gALzà 4ág会鰻攻汽姥矛缶レヤゴョ楽
京レ K( 矛グぐケ× 功ホ× 診ホ× 止ホめビ楽基過京(
)源℃

ゾイギイ-ゼイブ 介gALzà jAájz会分頭レけらベらグ岐
逸めビレだ確ずビ属走確飛行( 揚再レけらベらグ属走
めビけらベら-プごも-ふらと 介gALzà Lpáj jAájz会か×
似再グ属走めビけらベら-をよも-ふらと 介gALzà àBqj
jAájz会かメピビ( )源℃

ゾイギイノ 介gALzàz7会鰻体姥全案だ功ホさビどか( 乗
だ× ミせゴエペよアぎ械ださビモく功ホさほや医産レデレ
グずっ( )源℃

ゾイギイノ-ブヌゥャテ 介gALzàz7 VA4Szg会めぐレめぴ
ユほや長学( )源℃

ゾイギイノ-ハナゲャテ 介gALzàz7 EBpY'ázggz会 鰻体姥
弱体さくア× 械ださビモく功ホさビ医産レべコフよ( ぽゆ
よメ善だ派ぜほへ功ホさビ医産さく( キニャニィ-ヤビレ
かデ(

サイド-ツェネブネバ 694

ゾゾ



「サステナブル」か「サスティナブル」か「サステイナブル」か 

‣ 2019年当時は「サステナブル」「サスティナブル」「サステイナブル」
が混在 

‣ 集めた使用例の集計数を参考とし、また日本語の音韻として定着しやすさ
が見込まれる「サステナブル」を主見出しとして採用

「外来語の表記」が対象としていない語への対応②
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プピチミルシ-ョロマコジ 介05--z00à5v ARTUR会島ービ
鼓馬ガラ浴排団γ せせとりＶ 泄口ーが除芸軽ビこズム
わっ業木おむねγ 奇術を比動ビアわ物綿クこズγ ζ見§

プピチミルシ-ェャダ 介05--z00à5v w9q会 ⇨ セ ン マ -
づられ-ポマツセ

プピチギエワコ 介05--z00TMU芽較飼Ｖ 日本蛾会澗元木
治を縦繊γ 潅交簡を繊年γ

ァピチコ 介7A-N0zU会澗オマモ易横Ｖ タボコ厚を浜哀薄
舶来介γ クキレニグツ興を護認来γ ボれボキ漁テ格行
来高γ 潅⇨レニグツ
ァピチコ共 狩波ウれエ担圧を猟軍 芽OBO′B'FG蛾γ
よマツくブ B 曹カ警じズγ ζ玉§ 胤乗齢きさニぐツ察
まデラザキーケγ

プピウォロ 介0AKMUq会侮査お科処プじラぬ医処プカガ
ラ査処最γ 初障カ療皮ちビ補芽ゅよ蛾肉お処プＶ 守園ビっ
ちケーっ害現おクがγ 約時哀助興間来周γ メコイトッ
キクγ ζ期§ 胤オマモＶ さニぐツ来概湿を侮査お周アラ
ザキーケγ

プピウルナコ ⇨レえグそツ
プピウバコ ⇨レえグそツ
プピウシコ 介づ 0AKNM9U会鰻支姥生固支体を Bγ BO
曹含浜顔Ｖ コボフれを支体援水備Ｖ ルオボづ″レュニミ
きがピデラγ Z 割チへこズきＶ ジやれもっへ旧を教棚生固
支体キを礼事ぬ玉育ビっアγ 情カ架抵支ビ所周むげ
ズγ メオェテクウキクγ

プピウコ 介7AKMU会ハボエツ状況を B 不況γ タボコＶ
されダ調厚カ告じげラ来概カ護認ガベアラきＶ é′H 曹
含めパオマモ抗横お酸観Ｖ 初横ぬノダれセ-みくャツ温カ
柱節Ｖ ルツノボ況キ済カ巨環を境圧状を顕キっデラγ
セオピウキクγ ζ玉§

プピャパコェ 介ポ 0A-9AEzUwM＜ン 0A-9A9z 芽波団ね
ズ蛾会鰻えくミセ申姥狩を唾ァお陶ろズラちを潜欧γ 請
文哀伏槽哀波用哀網芽こげ蛾ガ哀硬備を摩船哀炎米哀肺浮を
Z がおシセくュニビぬ校隊Ｖ フくぜル階申ビぬ発耗キア
わγ ドウャミべツセビぬ請文キ波餐芽くゃ蛾ガーっピＶ 文契じ
ラぬ波文契キ音テγ ζ区§

プピベルネダミ 介0A-9TàT-z会漕艇γ ζ見§
プピベルネダミ-ビギェ 介0A-9TàT-z 芽漕艇蛾NTw会 鰻級

衛姥漕艇喜Ｖ 漕喜γ 別備お海当むェズラちＶ 符号ぬル
ィセカっズ喜衛お喜がザキγ ζ期§ ⇨もツセ

ァジきけ 介LAR9zD会ニウルジル済伍圧を塑尽γ オメィ
厚を不舶レれも厚カ炸とγ

プメ 介ルマヨ 0NAJTYz会切芽くた蛾γ ζ殻§
プオ 介ォ 0ARM＜エダれ会レユ泌折芽ぱゅ蛾を貯ーケ削デラ下
精業を記アビソョソγ 液概ビぬ官周Ｖ 字来周ををプカ
ねズγ 妻甘下芽くづ

えち蛾キクγ ζ殻§
プオ鳴計芽ぱゅ蛾介0ARM vFSB会エダれ来概湿を冷業鼻
をヒぜγ レユを削げズヒぜγ

プ画族 ⇨レれヤミ慣ワ浴排備福ろ認祉
プセギエハ 介づ 0A-M-Nz芽符設方をウれオダれミを長カ誘
談官お節げラクを蛾会脳ーケ竄芽や蛾ズね導巡を壊芽ざの

ゃ 蛾γ
ζ見§

プァロャコヤ麻 介75wNz9vAUj fK'vwè会ウツオツを圧
併回電起物を気回水路ーケ核ホげズ線会昭向否住
蔵犯γ BOéV 線暖宅γ マフくミ回電房果非情罪備
レされンツオ傍自を車カヘっとセウづんれγ ζ見§ 胤両
B走ぬ環系を導弾身決妨き頭犯γ

プァロコ-けツギェ腺 介7M5wNz9U DvMw会 号 銅 ガ ラ
IWç ーケ装統を詐循帯居おクが式安お鰯油ねズ概
訓γ ζ見§ 胤BOZé 線カ練法ガラタオぞれオ !.レされ
ツを車ーケγ

プァポロペ 介7MwNzDqŏ0会マフくミ哀ウツオツを欺著芽ぶも
ごぼ蛾

路Ｖ奇基路Ｖ 乗侵系っへを礎確非γ ζ見§
プァコ 介0M5wNz9U会易液をＶ 液概を椅を小ビ鉄綿力おが

ピズγ ζ見§
プァコ-ピツミ 介7M5wNz9U â9M00会液児養童γ 頒を

液像缶ピＶ 児養成カ漁テ G がを童γ 滝純を偏的似き
液おむねをビＶ 土ピーケ施詰を種登キむげラγ 環系ビぬ
渇態ビガー休ばっアγ ζ玉§ 胤ç.ウルマタきＶ BHFZ 線
液児養閉キガベ録併むェラγ

ププコ共 介7A00AU―会マンツを猟撮 芽FFH′HéB蛾γ 警
顕ぬルボゲぜれボ B 曹γ ウれエ哀易ウれエキ影膚γ H 曹
含そミウれ B 曹を息運税γ 易優負団を綿舶動キガベ
録符を負団お孤デラきＶ をヘマミンぱ申唱荷をラち癌
額γ ζ玉§ 胤階拠嫌遇最を浜カクレレツ撮を路き休ケ
げズγ

プァコモェコ ⇨レィレツドセツ
プエユ 介づ 0A-Nzw会カせア唯γ よれみっへを節デラ導唯
ビＶ ーホソを浜カ節げラプＶ ラソねを点ワ油ガカ節げラプ
ガベＶ カせアお支ガとγ ζ見§

プマユミヒワコ 介05RRz0wTMU会願険Ｖ 険頸γ ごげキっピ
都ケェズザキγ メュタポキケウＶ メハポキケウキクγ ζ玉§

プマユミェ 介05RRz0w＜ン 05RRz9z9z 芽薄カ異テ蛾会
院する チをちーねザキＶ 願険ねズザキＶ ごげキっピアわザ
キγ ζ類§

プマユギエワコ ⇨レぎヌミジほツ
プマゴベノミ 介ン 7ARTwwA9T50会澗 童閉を酒金閉γ
潅道府 BF暴を興相暴γ

プマソホベホミ 介7ARTwwA9T50会鰻酸童姥酒金芽ちゆ蛾閉γ
興相暴γ BB 飲 Fá 環′BF 飲 FB 環元じげを興γ
ζ見§

プミ ⇨7ç7 芽下圧を導巡頒負持童蛾
プペ 介セボぶ 0AX会鰻支姥くやれセ巡を猥患芽べや

ばゃ蛾支体を
Bγ セボぶ急支ビ周アズクをγ ζ見§

プミピとギヒ 介7A0?5Aw-N会ウュえれ褻浜カ認とキアゆ
げズＶ 金き的ピ査擬ア褻激γ 装カシメゲビを音変γ バポ
レヤポネキクγ ζ見§

プミソダゲポベソゼロ 介050wATUADTvTwq会⇨レミャメヤ
くャんれ

プミソダゲけシ 介050wATUADvz 芽曜本県菓っ蛾会⇨レミ
ャメみボ

プミソゲポベソゼロ 介050wATUADTvTwq芽曜本県菓市蛾会
鰻沖営蓋診姥元最縄伝芽装カ泡票ペ揚湿縄伝蛾を的
者軽カ剤曜県菓っ知周蔗件お満ラねザキγ 時域カぬＶ
符麦縄伝強制ペ取引雇皮き村階カ固粉むげＶ 該給
除芸ペ象貿を揚一き的者軽カ剤曜県菓っザキおア
わγ メェワォノバソワブッキクγ ζ見§
プミソゲポベソゼロ攻撃戦 券行き取引払診ペ沖
営払診ぼを具ば概哀断プ措ァっへお符ケ察害ねズクをγ
ζ見§ ⇨â7ä

プミソゲけシ 介050wATUADvz 芽曜本県菓っ蛾会 院な 曜
本県菓ビこズムわねγ 剤曜き県菓ビこズザキγ じラＶ 取
引お富腿ェゴカ剤曜ビワズザキγ 取引砂運γ 取引砂
貸γ メェワォノナクキクγ ζ見§

プミソゲけシ429

ププ



‣「もと、外国語だったものが、国語の中に取り入れられた言葉」（新明解国語辞典第八版） 
‣「外国語から借用されて日本語の語彙の一員として使用されるようになった語」（日本語学会編『日本語学大辞典』p.122
「外来語」） 

‣「外来語を表記するにあたって、外国語の形に近づけて書き表そうとする意見となるべく日本語化した平易な表記
を採ろうとする意見がある」（同 p.124「外来語の表記」） 

‣「新聞は従来、外来語を外国から日本語に取り入れられた言葉としてとらえ、日本人が通常話す音韻の範囲で表す
という立場をとってきた。（中略）しかし、英語教育の普及や国際化の進展により、「日本人が通常話す日本語の
音韻の範囲」自体が広がり、原音・原つづりに引かれた形の表記が世間一般で好まれるようになった。「外来語」
でなく「カタカナ語」という言い方をする傾向があるのは、日本語として熟した外来語ではなく、外国語（主に英
語）の音に近いカタカナに置き換えた語が多くなったからでもある。外国語の感じを残したままで取り入れ、その
雰囲気を表記のうえでも表したいという気持が一般に強い。そうした現状を踏まえ、原則の見直しや用例の追加・
変更が随時、行われている」（関根健一「新聞の外来語はどのように生まれるか」陣内正敬・田中牧郎・相澤正夫編（2012）『外来語研究の
新展開』おうふう）

外来語の位置付け
「外国語由来の日本語」か「日本語化した外国語」かというグラデーション



大辞林4 コンサイスカタカナ語5 NHKアクセント 記者ハンドブック14版 
（共同通信社）

朝日新聞の用語の手引 
改訂第2版

ウエア ウェア* ウエア ウエア ウェア*
ウイーク ウイーク ウイーク ウイーク ウィーク*
ウィーン* ウィーン* ウィーン* ウィーン* ウィーン*
ウエスト ウエスト ウエスト ウエスト ウエスト
ウエディング ウェディング* ウエディング ウエディング ウェディング*
ウェブ* ウェブ* ウェブ* ウェブ* ウェブ*

（ネイル⇨）ネール （ネール⇨）ネイル* ネイル* ネイル* ネイル*
（メイン⇨）メーン （メイン⇨）メーン メイン* メイン* メイン*

（テイク⇨）テーク （テイク⇨）テーク テイクアウト* テイクアウト* テイクアウト*

アクセント辞典、新聞用語との比較対照
* の表記形は第2表の表記および外国語の原音・原つづりに近づけたもの



まとめ
‣ コンサイスカタカナ語辞典は、当初は「外国語」も意識した編集方針から「外来語の表記」
第1表よりは第2表に近い表記も散見されるが、近年の版においては「原則的な事項4」に寄
せてきている

‣ 大辞林および多くの国語辞典も「外来語の表記」を表記法の基準とする

‣ 特に、アクセントを示すことから発音のしばりがあり、また項目数も多く固有名詞も多い大
辞林には、第1表と第2表の使い分け原則が有効

‣ 外国語の原音や原つづりに近づけるあまり、日常通用する発音とずれの大きい表記もある
（「マネジャー」「ワイヤ」「パーカ」「プロフィル」）

‣ カタカナ語辞典・国語辞典は「外来語の表記」原則からはずれる表記形については空見出
し、もしくは「～とも」の注記で対応

‣ 辞書に求められる規範性、特に表記基準の一貫性という観点からも現状の「外来語の表記」
は辞書の表記法の基準・拠り所として有効と考えられる




